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1．はじめに 

 浚渫粘土の減容化施工を実施する際には，沈下後に再度浚渫土

を処分するため，浚渫粘土層の上部に盛土などを載荷しないこと

が多い．盛土を載せると，その剛性により粘土層の表面は等沈下

を生じやすくなるが，盛土のない場合には不同沈下する可能性が

ある．そこで，浚渫粘土の真空圧密土槽実験を行い，沈下や間隙水圧挙動を測

定するとともに，FEM 解析と比較した．また，実験終了時には沈下形状，ド

レーン（下部は固定）の曲がり形状，含水比分布などを調査した． 

2. 真空圧密土槽実験の方法 

 実験には徳山港海成粘土を使用した．粘土の物理特性を表-1 示す．真空圧密

実験は図-1 に示す土槽を使用し，次のように実施した． 

1) 直径 76 cm×高さ 100 cm の鋼製土槽の中央部に，キャップ付ドレーン（以

下，PVD）を底面固定で設置した． 

2) 含水比が 150 %（≒1.35×wL）の粘土を 35 cm の高さまで入れ，間隙水圧

計を PVD から 10，20 および 30 cm 離れた場所に複数設置した． 

3) 粘土を合計 75 cm の高さまで入れ，その上にビニールシートを置き，ベン

トナイト層（透水係数は 10-9 m/s 以下）を当初は 20 cm 厚で設置し，粘土

層が沈下すると初期の高さまで順次追加し，その上に水位を確保した． 

4) PVD を通じて粘土に負圧を作用させた．実験期間は約 150 日である． 

計測項目は沈下，元圧，PVD 先端での負圧，粘土層内の間隙水圧（計 9 箇所）

である．実験終了時には沈下形状，PVD 曲がり形状，間隙水圧計の移動場所，

含水比の平面分布を測定した． 

3. 実験結果 

(1) 時間～沈下，間隙水圧挙動 

 粘土層表面の時間～沈下曲線を図-2 に示す．沈下は，ほぼ平均沈下が生じる

と考えられる場所（図-1 参照，中心から 2/3×半径の場所）で測定した．FEM

解析はプログラム名「DACSAR-MC」1)を用い，ドレーンを直径 5cm の円柱状

と仮定して解析した．土質定数は文献 2)を参照されたい．解析を実測と比較す

ると，透水係数 k を 0.2 倍にすると両者の沈下曲線はほぼ一致した．k の低下

の要因については今後の課題である．  

 時間～間隙水圧挙動を図-3 に示す．PVD から 10，20 および 30cm 離れた場

所における実測の間隙水圧挙動は，離れた距離が同じであるとほぼ類似した．

よって，FEM 解析で沈下挙動を一致させると，実測と解析の間隙水圧挙動は

類似する傾向がある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 間隙水圧挙動 図-2 沈下曲線 

 

表-1 粘土の物理特性 

キーワード：真空圧密，土槽実験，沈下形状 
連絡先：〒112-8576 東京都文京区後楽 2-2-8 五洋建設(株)土木営業本部内 TEL03-3817-7572 

液性限界 塑性限界

粘土分 シルト分 砂分 w L (%) w P (%)

2.607 49 46 5 111 31

土粒子密度

g/cm3
粒度分布 (%)
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(2) 実験終了時の計測結果 

地表面の沈下形状を図-4 に示す．この図は沈下が 50 mm 間隔毎

に表示の色を変えたものである．実験終了時の PVD は 50 mm 程

度，中心からずれており，PVD の場所の沈下が最も少なく，ほぼ

同心円的に沈下が大きくなっていることがわかる． 

粘土層表面の沈下分布（図-4 の A-A 断面）をほぼ同じ沈下量に

おける FEM 解析の結果（ドレーンは単なる排水境界）と比較す

ると，図-5 となる．実測は FEM 解析の結果よりも平坦になる結

果となった．粘土粒子が PVD に集まるようになるのは，浸透力の

影響と考えられる．図-6 は間隙水圧計の水平移動量を示したもの

である．鉛直移動量は測定していない．PVD 面直角方向の粘土は

PVD の移動と回転につれて，ほぼ同じ方向に移動をしているが，

移動量は少ない．一方，PVD 面軸方向の粘土は，PVD の移動につ

れて回転しながら大きく移動していることがわかる． 

図-5 に，PVD の曲がり形状を示す．高さが 10～60 cm の範囲で

は大きく滑らかに曲がっていたが，0～10 cm の範囲では座屈のよ

うな現象が見られた．その状況を写真-1（PVD は赤で着色）に示

す．最小の曲がり半径 rは約 8 mm である．強制的に曲げた PVD

の曲がり半径と通水能力の関係によると，半径 8 mm で 5 箇所強制的に

曲げた際の通水能力は直線状態の約 95%であった 3)．したがって，こう

した曲がりが生じても，通水性への影響はほとんどないと考えられる． 

 図-7 に，含水比の結果を示す．実験終了時は圧密途中であることが

わかる． 

4. まとめ 

 浚渫粘土を対象として直径 76 

cm×高さ 1m の真空圧密土槽実験

を行った．その結果， 

(1) 粘土層の表面には不同沈下が

観察された． 

(2) PVD は地盤上の下部 10cm に

おいて，座屈のような現象が

見られた．ただし，PVD の通

水性への影響はほとんどない

と考えられる． 
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図-6 間隙水圧計の水平移動 

図-4 沈下分布 

図-5 沈下と PVD の形状（A-A 断面） 
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写真-1 PVD の曲がり形状 図-7 含水比の結果 
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